
伏見・大手筋商店街に

ＪＨＵ（ＪＡＬ被解雇者労働組合）

のノボリ立つ！

２ 月 １ ５ 日、１ ６ ５ 名を解雇したＪＡＬ稲盛和夫会長（当時:現在ＪＡＬ名誉顧問 ）の

地元の大手筋商店街（京都市伏見区）で,ＪＡＬ不当解雇撤回争議勝利をめざす宣伝行動をお

こないました。「ＪＡＬ闘争を支える京都の会」が呼びかけ「ユニオンネットワーク京都」

に結集する皆さん、「米軍Ｘバンドレーダー基地反対・京都連絡会」「9条ネット・滋賀」

の皆さんなど、１ ２ 名に参加していただきました。ＪＨＵからは神瀬麻里子さん

に参加していただきました。

ＪＨＵの神瀬さんは以下のよ

うに訴えました。「飛行機はい

ったんドアを閉めて離陸すると

警察も救急車も消防車も呼ぶこ

とができない。搭乗時、客室乗

務員は具合の悪いお客様がいな

いか、不審なお客様がいない

か、不審な荷物を持ち込むお客

様がいないか、注意深く観察し

ている。体調不良のお客様に声

をかけて搭乗をあきらめていた

だいたこともあった。どんなお客様が不審なのか、どんな荷物が不審なのか、その判断をす

るのは新人ではとても難しい。経験を積み、先輩の経験談を聞いて、これは安全だ、これは

ちょっとおかしいと判断できるようになる。ＪＡＬは経験を積んだベテランのパイロットと

客室乗務員、合わせて １ ６ ５ 名を解雇した。ベテランの社員はどの企業にとっても宝物で

ある。新人をしっかりと教育し、一人前に育てるのがＪＡＬの大切な仕事ではないか。

今は日本中の ４ 割の方が非正規で働くようになってしまった。いつまで自分の雇用が続

くかわからない。突然雇止めになる、そんな中で安心していい仕事ができるだろうか。働く

ものが幸せでなければ利用者が幸せになれるわけがない。私たちは、このＪＡＬの問題が解

決して私たちだけが職場に帰れば良いと思っているわけではない。誰もが安心して働ける世
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の中にしたい、８ 時間働けば普通に暮らせる日本にしたい、その思いで闘っている。

私たちが解雇されてから １ １ 年が経った。１ １ 回もの誕生日を迎えてしまっ

た。ＪＡＬは解雇を強行したその年から毎年

１ ０ ０ ０ 億円以上の営業利益を上げてきた。争議

が長引いても痛くも痒くもないだろう。しかし、私

たち解雇されたものは １ ０ 年以上賃金もなく、こ

の運動を続けている。今、全国で ３ ３ か所に支援

団体がある。毎日どこかでこのＪＡＬの問題を解決

させたいと動いていただいている。先月 ２ ８ 日に

は最北端にある音威子府の支える会の皆さんが総会

を開いてくださった。マイナス ２ ０ 度の音威子府

で ３ ６ 名が集まり、私たちへの支援を決議してい

ただいた。この闘いがもし負けるようなことがあれ

ば、解雇自由な世の中になり、さらに労働者にとっ

て辛い状況になることは目に見えている。

今、ＪＡＬの客室乗務員は時間給 １ ０ ０ ０ 円

でがんばっている。出来高払いなので、コロナ感染

が広がってからフライトが減ってしまい、死活問題

だ。私たちはＪＡＬの安全を願ってこの解雇争議を

一日も早く解決したいと願っている。

解雇された １ ６ ５ 名は職場復帰と金銭解決を求めている。ＪＡＬは 1月 1２ 日に予定

されていたＪＨＵとの交渉をドタキャンした。理由

はオミクロン株新型コロナ感染対策である。しか

し、昨年夏、緊急事態宣言が出ている時でさえ、

ＪＡＬは感染対策をしっかりした上で交渉を ２ 回も

おこなっている。それなのになぜ緊急事態宣言が出

ていないのに、交渉拒否なのか。私たちＪＨＵはこ

れに抗議している。

ＪＡＬ被解雇者労働組合はあきらめることなく、

これからも解雇撤回を求めていく。稲盛和夫さんが住まわれているここ伏見で、皆さんには

ぜひ私たちの理解者になっていただきたい。」

ビラを受け取った人からは「この問題はもうかたがついているのだと思っていた。まだ、

かたがついていないのか。稲盛氏は悪いことをした。ＪＡＬには乗らない。」「京セラの株

主なので、この問題は知っている。」など反応がありました。

次回 宣伝行動 （呼びかけ ＪＡＬ闘争を支える京都の会）

３ 月 ８ 日（火） 午後 ２ 時～ ３ 時 伏見・大手筋商店街


